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クローン牛肉の試食 

特別講演 

東京大学大学院  熊谷 進 教授 

科学ジャーナリスト  東嶋 和子 氏 



講演と総合討論 



刊行にあたって

　平成 21 年６月 25 日に公表された食品安全委員会の「新開発食品評価書」を受け，厚生労働省は

体細胞クローン牛・豚及びそれらの後代が生産した乳肉に対しては，食品衛生法に基づく規制を行

わないことを決定した。しかし，これら家畜の取り扱いに関しては，農林水産省が同年８月 26 日

に発出した通知により，従前とほとんど変わらない状態が継続されている。

　このような状況を踏まえ，体細胞クローン技術の現状認識を深めると同時に，この技術の将来展

望に関する情報交換と議論を行うため，畜産草地研究所は，畜産技術協会と共催で，「平成 21 年度

問題別研究会『体細胞クローン技術の現状と将来展望』」を開催した。研究会は平成 21 年 12 月 14

日午後から翌 15 日午後にかけて，研究者だけではなく関係行政部局の担当官も話題提供者に迎え，

東京港区南青山・南青山会館で開催された。参加者 136 名には都道府県，独法，大学の研究者に加え，

消費者団体や関係府省の担当官，さらには高校生（１名）の顔も見られた。

　今回の問題別研究会では，体細胞クローン技術の実用化を妨げている要因として，体細胞クロー

ン家畜における「低い生産効率」と「国民理解の醸成不足」が改めて指摘された。今後は，シーズ

技術の活用による生産効率の改善，そして，技術や研究内容の「見える化」推進による国民理解の

醸成などの取組を進めていくことで，畜産業の現場に大きなメリットをもたらす「体細胞クローン

技術」に育てていくことが必要である。

　従来，問題別研究会で検討された内容が資料として刊行されたことは，ほとんどなかったが，今回，

新しい試みとして，この研究会における講演と総合討論の概要を畜産草地研究所研究資料に収録す

ることにした。この資料が，体細胞クローン家畜の生産効率を向上させる研究はもとより，研究内

容や研究現場での議論，ひいては研究者の思考の「見える化」に貢献できることを期待している。

　最後に，ご多忙な時期にもかかわらず，話題提供をしていただいた上に，原稿執筆などにご協力

いただいた皆さまに深甚の謝意を表します。

　平成 22 年 7 月

独立行政法人 農業・食品産業技術総合研究機構

畜産草地研究所　所 長　　松 本  光 人
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